
学校番号 3016 

令和２年度 理科 

 

教科 理科 科目 地学基礎 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 地学基礎（改訂版） 啓林館 

副教材等 三訂版 リードα 地学基礎・数研出版 スクエア 最新図説地学・第一学習社 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

３年生では、「宇宙」「災害」について学びます。前者は距離・時間共に日常実感できないスケ

ールを扱いますので、想像力を働かせながら学習してください。後者は教科の学習という側面のみ

ならず、災害の多い我が国に生きるための知識を身に着けてください。 

後半は地学基礎の総復習・問題演習を行います。しかし、内容的には教科書の内容で十分です。

あれこれ手を広げるより、授業で用意した問題を確実に解けるようにしてください。 

 

２ 学習の到達目標 

日常生活や社会との関連を図りながら地球や地球を取り巻く環境への関心を高め，目的意識 

をもって観察，実験などを行い，地学的に探究する能力と態度を育てるとともに，地学の基本 

的な概念や原理・法則を理解させ，科学的な見方や考え方を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

規律ある授業態度

で受講し、授業中の

指示などを正しく聞

いている。 

授業中の指示に対

して的確に応える。 

指示された事項に

終始せず、積極的な

授業態度で学習に臨

む。 

学習内容を基に、

適切な内容と量の文

章を記述できる。 

数式・図を用いた

表現ができる。 

問題演習におい

て、問題の意図を理

解し、適切な表現で

回答することができ

る。 

実習の目的を理解

し、適切な手法を用

いて取り組むことが

できる。 

趣旨に合った数値

処理・図表による表

現ができる。 

得られた結果に対

して筋道だった考察

ができる。 

基本的な用語・事

象については確実

に答えることがで

きる。 

教科の内容を総

合的にとらえ、複合

問題にも確実に答

えることができる。 

評
価
方
法 

発表、発言 

ノートの記述 

学習状況の観察 

定期考査の結果 

ノートの記述 

ワークシートの記述 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

定期考査の結果 

小テストの結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

  



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

第
一
中
間 

宇
宙
の
構
成 

太陽系の天体  〇   a:宇宙にある天体について興

味を持つ。 

b:太陽系や宇宙の構成、星の

一生について理解する。 

c:身近な天体事象により地球

の動きを理解する。 

d:問題演習に取り組む。 

授業中の態

度、 

レポート、

探究活動な

どの成果、 

定期考査の

結果 

太陽系の誕生  〇   

太陽   〇  

太陽と恒星  〇   

太陽の誕生と進化 〇    

前
期 

第
二
中
間 

銀河系とまわりの銀河 〇    

宇宙の姿 〇    

自
然
と
の
共
生 

地球環境と人類  ○   a:災害について関心をもつ。 

b:災害の原因が理解できる。 

c:データで災害を理解する。 

d:問題演習に取り組む。 

プレゼンテ

ーション発表

とその受講

態度 

火山・地震災害と社会  ○   

人間生活と地球環境の変化  ○   

前
期 

期
末 

固
体
地
球 

地球の概観・地球の内部構造    〇 a:既習事項を振り返る。 

b:自分なりに表現できる。 

c:他者に説明できる。 

d:内容を理解できている。 

レポート作

成・提出 

 

グループワ

ークの成果 

 

過去問題・ 

類似問題へ

の取組 

プレートテクトニクスと地球の

活動、地震、火山活動と火山

の形成 

   〇 

地
史 

堆積岩とその形成、地層と地

質構造、地球の歴史の区分と

化石 

   〇 

a:既習事項を振り返る。 

b:自分なりに表現できる。 

c:他者に説明できる。 

d:内容を理解できている。 先カンブリア時代、顕生代    〇 

後
期 

中
間 気

象 

大気圏・水と気象    〇 a:既習事項を振り返る。 

b:自分なりに表現できる。 

c:他者に説明できる。 

d:内容を理解できている。 

地球のエネルギー収支、大気

の大循環、海水の循環 
   〇 

日本の位置、冬から春の天

気、夏から秋の天気 
   〇 

太陽系の天体、太陽系の誕

生、太陽 
   〇 

a:既習事項を振り返る。 

b:自分なりに表現できる。 

c:他者に説明できる。 

d:内容を理解できている。 
天
文 

太陽と恒星、太陽の誕生と進

化 
   〇 

銀河系とまわりの銀河、宇宙

の姿 
   〇 

後
期 

期
末 

災
害 

地球環境と人類、火山、地震

災害と社会 
   〇 

a:既習事項を振り返る。 

b:自分なりに表現できる。 

c:他者に説明できる。 

d:内容を理解できている。 

過去問題・ 

類似問題へ

の取組 気象災害と社会、人間生活と

地球環境の変化 
   〇 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 


